
 

 

  ２０１８年３月１６日 

  

千葉銀行及びＴ＆Ｉイノベーションセンター株式会社との 
ＡＰＩ活用に関する業務提携について 
～「千葉・武蔵野アライアンス」提携施策～ 

 

武蔵野銀行（頭取 加藤 喜久雄）は、千葉銀行（頭取 佐久間 英利）及び、Ｔ＆Ｉイノベーション    

センター株式会社（代表取締役会長 森本 昌雄）とＡＰＩ活用に関する業務提携について合意いたし  

ましたので、お知らせします。 

当行は、オープン・イノベーションを促進する観点から、利用者保護を確保することに留意しつつ、

多様な電子決済等代行業者との連携及び協働を図っていくことを基本方針としております。 

こうした基本方針を実現していくため、ＡＰＩシステムの整備にあたっては、設計・運用及び    

保守において、千葉銀行とＴＳＵＢＡＳＡ金融システム高度化アライアンス加盟行(※)及びＴ＆Ｉ  

イノベーションセンター株式会社、日本ＩＢＭ株式会社が共同で開発を進めている「ＴＳＵＢＡＳＡ  

ＦｉｎＴｅｃｈ共通基盤」に委託するとともに、千葉銀行のノウハウも共有し、顧客サービス及び   

利便性向上に向けて協働していくことといたしました。 

２０１９年春には、安全性を確保した認証方法により、インターネットバンキング契約のない個人の

お客さまについても、各種のＡＰＩとデータ連携することができ、より多くのお客さまが安心して   

様ざまなフィンテックサービスをご利用できるようになる予定です。 

本協働により、当行と千葉銀行、Ｔ＆Ｉイノベーションセンターは、フィンテック企業との連携など

ＡＰＩを活用した新たなサービスの創造に向け、それぞれが有する知見・人材を集結・活用し、銀行   

業務の革新及びお客さまの利便性向上等を目指してまいります。 

 

(※)フィンテックをはじめ、先進的な IT 技術を調査・研究するために発足した枠組みで、現在、千葉銀行、

第四銀行、中国銀行、伊予銀行、東邦銀行、北洋銀行の 6行が加盟している。 

 

【業務提携内容】 

・「ＴＳＵＢＡＳＡ ＦｉｎＴｅｃｈ共通基盤」を活用したユースケースの検討 

・「ＴＳＵＢＡＳＡ ＦｉｎＴｅｃｈ共通基盤」を活用した新サービスの開発 

・「ＴＳＵＢＡＳＡ ＦｉｎＴｅｃｈ共通基盤」を活用するためのノウハウ・情報の共有、技術支援 

 

以 上 

 

 

 
報道機関からのお問い合わせ先 

千葉・武蔵野アライアンス推進室 森田、北森 
TEL(048)641-6111 (代表)  内線 2160、2161 



(参考) 

 

【Ｔ＆Ｉイノベーションセンターの概要】 

商 号 Ｔ＆Ｉイノベーションセンター株式会社（代表取締役会長  森本 昌雄） 

資 本 金 

1 億円 

株主構成：千葉銀行 40％、第四銀行 10％、中国銀行 10％、伊予銀行 10％、 

東邦銀行 10％、北洋銀行 10％、日本アイ・ビー・エム 10％ 

本 店 所 在 地 東京都中央区日本橋室町 1丁目 5番 5号 室町ちばぎん三井ビルディング 15 階 

設 立 年 月 日 2016 年 7 月 1日 

事 業 内 容 フィンテックの調査・研究、フィンテックを活用した金融サービスの企画・開発等 

 

 
 

【Ｔ＆ＩイノベーションセンターとのＡＰＩシステム関係図（予定）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


